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平成 28年度 第１回大台ヶ原の利用に関する協議会 

 

議事概要 

 

■ 日 時 平成 28年 11月 30日(水)13:30～15:30 

■ 場 所 奈良商工会議所 ４F 中ホール 

■ 出席者 

国土交通省近畿運輸局 （ご欠席） 

林野庁近畿中国森林管理局 
三重森林管理署 

小畑 敏彦 地域林政調整官 

奈良県地域振興部 
南部東部振興課 

水本 昌志 

奈良県くらし創造部景観・環境局 
佐野 正幸  係長 

田垣内 政信 主任技能員 

奈良県県土マネジメント部 

 

吉野土木事務所用地管理課 

中井 孝  主幹 

道路管理課道路管理係  

西川 厚人 係長 

向井 晴久 主任主査 

奈良県警察吉野警察署 （ご欠席） 

三重県農林水産部 
みどり共生推進課 自然公園班 

中村 元久 班長 

上北山村 
地域振興課 

遠藤 学  課長 

川上村 （ご欠席） 

大台町 

産業課 

平井 淑騎 主事 

大杉谷登山センター 

蕨野 祐樹 事務局員 

上北山村議会 （ご欠席） 

上北山村観光協会 更谷 昌美 会長 

上北山村区長会 （ご欠席） 

上北山村漁業協同組合 （ご欠席） 

上北山村商工会 中谷 守孝 会長 

上北山村山岳救助隊 （ご欠席） 

奈良県猟友会上北山支部 （ご欠席） 

（財）グリーンパークかわかみ （ご欠席） 

奈良県勤労者山岳連盟 高橋 円  自然保護委員 
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奈良県山岳連盟 野田 健司 自然保護委員 

三重県山岳連盟 根本 幹雄 名誉理事 

大阪府山岳連盟 （ご欠席） 

近畿日本鉄道株式会社 

鉄道事業本部 

花本 美孝 

山下 成治 

奈良県タクシー協会 （ご欠席） 

奈良交通株式会社 
乗合事業部 

藤井 崇司 課長 

公益社団法人 

日本山岳会関西支部 
斧田 一陽 自然保護委員長 

特定非営利活動法人 

森と人のネットワーク・奈良 
（ご欠席） 

大台ヶ原パークボランティアの会 （ご欠席） 

ワーク２１上北山 （ご欠席） 

吉野きたやま森林組合 森岡 哲也 専務 

一般社団法人 心湯治館 城内 勲  代表理事 

自然を返せ！関西市民連合 田村 義彦 代表 

大台・大峯植生談話会 （ご欠席） 

環境省近畿地方環境事務所 

 

 

 

 

吉野自然保護官事務所 

榎本 和久 国立公園課長 

川村 義治 生物多様性企画官 

蒲池 紀之 自然再生企画官 

戸田 博史 野生鳥獣感染症対策専門官 

矢部 敦子 係員 

菅野 康祐 自然保護官 

井藤 大樹 自然保護官補佐 

 

＜大台ヶ原ビジターセンター＞ 

株式会社環境総合テクノス 樋口 高志 

福嶋 千草 

 

＜業務受託者＞ 

株式会社スペースビジョン研究所 

 

宮前 保子 

安場 浩一郎 

小川 遥 
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■ 議 事 

（１）大台ヶ原登録ガイド制度について（作業部会における検討状況報告） 

（２）大台ヶ原の利用に関する協議会設置要綱の改正について 

（３）平成 29年度西大台利用調整地区の運用計画について 

（４）調査結果の報告 

（５）その他 

 

■ 議事概要 

１．大台ヶ原登録ガイド制度について 

・制度の立ち上げに当たって、関係者への告知などの面で不足している部分があり、公平性の観

点から不十分だったのではないかと思う。 

・登録要件②に関して、協議会構成機関の地方公共団体の長による推薦でも可となっているが、

ガイド個人の安全にガイドできる知識と技術の保有について、地方公共団体の長が推薦すると

いう形式に疑問を感じる。また、地方公共団体の長による推薦のみで、なぜ民間団体によるも

のでは駄目なのかという疑問もある。 

・地元としては、地域には、ガイド資格を持っていなくても、十分な実績がある人がいるので、

そういった人を排除しない制度にしてほしいという考えがあったが、今回の案では、構成機関

の長による推薦でも可能となっているので、その課題はクリアできると考える。ただし、地方

公共団体の長に限定とは考えていなかったので、その点については、さらに議論したいと思う。 

 

２．大台ヶ原の利用に関する協議会設置要綱の改正について 

※事務局案に対して確認がなされた。 

 

３．平成 29年度西大台利用調整地区の運用計画について 

※事務局案に対して確認がなされた。 

 

４．調査結果の報告 

〇東大台における携帯トイレブース設置に関する試行調査の結果（速報）について 

・資料の中で、大台ヶ原において携帯トイレブースの導入を検討する理由が明確に示されていな

いので、その点は明確にするようにしてほしい。 

・大台ヶ原は国立公園の指定以来、80年間、トイレの無い山として運営してきているので、携帯

トイレブースの導入に当たっては慎重に検討した上で進めてほしい。 

・高齢の利用者も多い中、安全に登山を行う上で水分補給は重要である。また、大台ヶ原では、

植生の変化により、隠れる場所が少なくなっており、特に女性の利用者にとっては、携帯トイ

レブースの設置が必要である。大台ヶ原は市街地に比較的近く、携帯トイレ利用に取り組みや

すい条件にあるので、ぜひ進めてほしい。 

 


